
佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（こども） 

Career Seminar Ⅱ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
K4-018 

年次 2年 期別 後期 2年 1 授業形態 演習 

担当者氏名 クラス担任(栗原・田村・加藤)  

連絡方法 各担任研究室及びC-Learningで対応。 

必修／選択 選択 

関連DP DP1,DP2、DP3   

授業の概要と 

到達目標 

本授業では、社会人になってから役立つ基礎的知識や態度を身につけ、社会で活躍する際に

必要な即応力やコミュニケーション能力などの資質向上を目指す。 

①より良い進路実現へ向けて自分の課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 

②業界研究を通して、職業に関わる価値観や役割等を理解し、築いたイメージを言語化でき

るようにする。 

③自分がどのような職業に興味があり、向いているのか、その適性を考え、言語化できるよ

うにする。 

④社会人に必要な基礎能力として、相手の伝えたいことを察し、相手を気遣いながら自分の

思いを伝えるようにする。 

⑤就職活動に際し、そして社会人になってから役立つような基礎的技能や態度を身につける

ことができるようにする。 

授業の方法 

ディスカッション等、能動的な学習方法を取り入れる。グループワークでは仲間と積極的に

関わるようにし、課題についてはキャリア形成のために必要なことなので、気づいたことを

文章で表現するよう心掛けるようにして欲しい。キャリアに関する講演会・反省会・ディス

カッションも行う。 

学習成果 

LO1 
自分の適性を考え、職業生活を設計し、就職活動ができる。 

職務遂行の必要条件として、他者とより良くコミュニケーションできる。 

LO2 職業人としてふさわしい価値観や態度を他者に示せる。 

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
課題はクラス毎に返却する。返却時期はクラス担任から説明する。 

教科書／ 

参考図書 

『大学生のためのキャリアガイドブック』（北大路書房：前期購入済み）。参考資料は適宜指

示、配布等をする。 

履修上の留意点

やルール等 

積極的に参加し、自己実現に向けて授業に臨むこと。マナーを守り、課題を必ず提出するこ

と。事前・事後学習に費やすべき時間の目安は各回45分とする。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 主体的かつ協調性を持って参加する。不参加は減点の対象とする。 15 15   

レポート／作品 
外部講師の感想文を書く。要点を言語化し、傾聴経験を自己のキャ 

リア形成に取り入れていること。 
20    

発表 
プレゼンテーションで、大切な点を抑えている。他者と協働して課 

題をこなしている。詳細は講義で示す。 
 50   

小テスト      

試験      

その他      

合 計 35 65   



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

回数 授業計画 

１ 
授業内容 オリエンテーション 授業概要と評価に関する説明（全体45分：クラス指導45分） 

事前・事後学習 後期のキャリアに関してなすべきことを整理する。履修登録確認。 

２ 
授業内容 外部講師の講話 現場で活躍する先輩保育者の講話（全体90分）【課題：感想文】 

事前・事後学習 課題を行う。 

３ 
授業内容 保育士申請について（久保田） 

事前・事後学習 申請書類を作る。 

４ 
授業内容 幼稚園教諭二種免許状申請について（秋山） 

事前・事後学習 申請書類を作る。 

５ 
授業内容 保育所実習Ⅰと幼稚園教育実習との実習経験を比較する（巡回担当） 

事前・事後学習 知らされた実習評価と、自分の認識との調整を図る。PDCA活動を行う。 

６ 
授業内容 学校行事に向けて 

事前・事後学習 行事について皆で話し合い合意形成する。 

７ 
授業内容 プレゼンの仕方 （田村） 

事前・事後学習 プレゼンの仕方の要点を整理し、プレゼンテーションの準備をする。 

８ 
授業内容 個別進路指導（履歴書の添削、面接対策、進路活動報告について） 

事前・事後学習 事前・事後学習 受験予定先の書類準備を事前に行う。 

９ 
授業内容 プレゼンテーションの実践Ⅰ 

事前・事後学習 他者から良い点を学び、プレゼンテーションの準備をする。 

１０ 
授業内容 プレゼンテーションの実践Ⅱ 

事前・事後学習 他者から良い点を学び、プレゼンテーションの準備をする。 

１１ 
授業内容 自己の特性を活かした保育活動を計画する。（行事を作る。）  

事前・事後学習 卒園・卒業を意識した行事について考案・実践・振り返りを行う。 

１２ 
授業内容 施設実習（保Ⅰ）と選択型実習（保ⅡⅢ）との実習経験を比較する（巡回担当） 

事前・事後学習 知らされた実習評価と、自分の認識との調整を図る。PDCA活動を行う。 

１３ 
授業内容 自己の特性を活かした保育活動を計画する。 

事前・事後学習 卒園・卒業を意識した行事について考案・実践・振り返りを行う。 

１４ 
授業内容 地域支援事業に向けて（岡泉） 

事前・事後学習 地域支援事業について考え準備する。 

１５ 
授業内容 キャリア発達について 

事前・事後学習 卒業へ向けて準備をする。 

 

 



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ(栄養士) (卒業研究) 

Career Seminar Ⅱ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
L4-010 

年次 2 年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 藤田 睦、野中 春奈、山﨑 敬子、市川 純 

連絡方法 C-Learning で対応。福祉棟研究室。 

必修／選択 選択 

関連DP DP3,DP4,DP5   

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識・技術や態度を身につけ、自己を生かす職業に 

就くために必要になる計画立案力やチームワーク力を習得する。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 

②職業に関わる価値観や役割や責任を理解し、心構えを作れるようにする。 

③自分がどのような職業に興味があり、向いているのかを具体的に考えられるようにする。 

④就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

⑤栄養士の資格を目指す学生として幅広い基本知識を習得することができるようにする。 

⑥栄養士の資格を目指す学生として、コミュニケーション能力を養い状況判断ができるようにする。 

授業の方法 
グループごとにテーマを決め、グループワーク、アクティブ・ラーニング、プレゼンテーション等を

取り入れた実践的能動的な学習方法を行う。 

学習成果 

LO1  

LO2  

LO3 

① 自分の職業生活を設計できる。 

② 自己の職業への適性を知り、必要な能力を高めることができる。 

③ 職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

④ 栄養士としての実践力を養うことができる。 

⑤ 課題に取り組むことを通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
最後の発表までに教員とのディスカッションを数回行う。 

教科書／ 

参考図書 
参考書は講義中に適宜指示する。 

履修上の留意点

やルール等 

●積極的に参加し、計画実現へ向け行動し反省し修正すること。●事前事後学習に費やすべき時

間の目安は各回45 分とする。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 
課題に対して真摯に取り組み、グループ内での話し合いを積極的に行

い、連携して作業を行っている。 
  10  

レポート／作品 10 点満点の課題を 2 つ提出すること。   20  

発表 
発表内容が適切かつ正確にまとめられており、グループごとの役割等も

明確に担い、明瞭で生き生きとした態度である。 
  70  

小テスト      

試験      

その他      

合 計   100  

  



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

回数 授業計画 

１ 
授業内容 講義ガイダンス（卒業研究に向けて） （藤田・市川） 

事前・事後学習 テーマの調査 

２ 
授業内容 グループ分け、テーマの設定 （野中・山﨑） 

事前・事後学習 テーマの調査 

３ 
授業内容 計画立案① グループワーク【課題1】 （藤田・市川） 

事前・事後学習 情報収集、 

４ 
授業内容 中間報告会① （野中・山﨑） 

事前・事後学習 情報収集 

５ 
授業内容 計画立案② グループワーク （藤田・市川） 

事前・事後学習 情報収集 

６ 
授業内容 計画立案③ グループワーク （野中・山﨑） 

事前・事後学習 情報収集 

７ 
授業内容 中間報告会② （藤田・市川） 

事前・事後学習 情報収集 

８ 
授業内容 グループワーク （野中・山﨑） 

事前・事後学習 グループワークにおける自身の役割を進める 

９ 
授業内容 グループワーク （藤田・市川） 

事前・事後学習 グループワークにおける自身の役割を進める 

１０ 
授業内容 グループワーク （野中・山﨑） 

事前・事後学習 グループワークにおける自身の役割を進める 

１１ 
授業内容 資料収集、発表原稿作成 個別相談① （藤田・市川） 

事前・事後学習 プレゼンテーションの準備 

１２ 
授業内容 資料収集、発表原稿作成 個別相談②【課題2】 （野中・山﨑） 

事前・事後学習 プレゼンテーションの準備 

１３ 
授業内容 資料収集、発表原稿作成 個別相談③ （藤田・市川） 

事前・事後学習 プレゼンテーションの準備 

１４ 
授業内容 研究発表① （野中・山﨑） 

事前・事後学習 プレゼンテーションの準備 

１５ 
授業内容 研究発表② （藤田・市川） 

事前・事後学習 プレゼンテーションの準備 

 



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（介護福祉士） 

Career SeminarⅡ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
Ｚ4-001 

年次 2年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 和田 晴美 

連絡方法 C-Learningで対応。または福祉棟2F研究室。オフィスアワーは授業担当時間以外。 

必修／選択 選択（介護福祉士養成課程は受講することが望ましい） 

関連DP DP2,DP4,DP6    

授業の概要と 

到達目標 

介護福祉士の資格を取得し社会人となるための基礎的知識や態度を身につける。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、努力できるようにする。 

②職業に関わる価値観、役割、責任を理解し、心構えを作れるようにする。 

③介護福祉士に必要な基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

授業の方法 

国家試験に向けての準備を中心に、個人ワークやグループワークを通して学習支援を行ってい

く。また、卒業生や施設長・人事担当者より「福祉業界で求められる人材」についての講演をいただ

き、自身の進路に関する考察を深める。さらに卒業研究を兼ねた事例研究のまとめを行う。 

学習成果 

LO1 自分の職業生活を設計できる。 

LO2 
①自己の職業への適性を知り、必要な能力を高めることができる。 

②職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
提出された課題は、確認後コメントをつけて返却する。小テストの実施後は解答と解説を行う。 

教科書／ 

参考図書 

令和5年度 佐野日本大学短期大学 進路支援資料集（C-Learning 参照） 

その他、国家試験に関する模擬問題集やワークブック、各授業のテキスト・参考書・配布資料等を

使用する。 

履修上の留意点

やルール等 

進路の実現に向けて、学生支援課を活用しながら、積極的に行動すること。 

受講するマナー・態度として、飲食物や携帯電話等、教材以外のものは机上に置かない。やむを

得ず欠席した場合は、速やかに届け出を提出すること。事前・事後学習に費やすべき時間の目安

は各回45分とする。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 
S評価は、①授業で使用する教材を準備している。②授業に集中し、必

要なことはノートにとっている。③積極的に取り組んでいる。 
30    

レポート／作品 

10点満点のレポート課題を 4つ提出する。S評価は、①各設問に適切

に答えている。②自由記述は8割以上記入されている。③学びや気づ

きなど、自分の考えが具体的に記述されている。④提出期限を守る。 

 40   

発表      

小テスト 
第3回目、第7回目の授業で、国家試験に準じた内容の小テストを実施

する。実施後、答え合わせと解説を行う。 
 30   

試験      

その他      

合 計 30 70   

 

 

 



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

回数 授業計画 

１ 
授業内容 オリエンテーション ／ 履修指導   

事前・事後学習 自分自身の履修状況を確認し、単位の不足がないように履修計画を見直す。 

２ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援①  

事前・事後学習 過去の国家試験問題を調べ、解答する。 

３ 

授業内容 国家試験に向けた学習支援② ＜小テスト①＞ 【課題① 模擬問題の実施】  

事前・事後学習 
国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

模擬問題集の指定ページを解き、自己採点する。不正解の問題は解説集を転記する。 

４ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援③ 

事前・事後学習 繰り返し模擬問題を解く。解答後は正誤の確認と根拠等をテキストで調べる。 

５ 

授業内容 事例研究のまとめ①  

事前・事後学習 
自分の事例に関連する文献を 3 つ以上検索し、印刷する。事例紹介～実施・評価まで

Wordで文章作成する。 

６ 
授業内容 キャリア講演会①（卒業生） 【課題② 感想レポート】（社会福祉士フィールドと合同） 

事前・事後学習 キャリア講演会を聞いた感想・学びを指定用紙にレポートする。 

７ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援④ ＜小テスト②＞  

事前・事後学習 国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

８ 
授業内容 

キャリア講演会②（施設長・人事担当者）【課題③ 感想レポート】（社会福祉士フィール

ドと合同） 

事前・事後学習 キャリア講演会を聞いた感想・学びを指定用紙にレポートする。 

９ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援⑤ 

事前・事後学習 国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

１０ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援⑥（学力評価試験） 

事前・事後学習 学力評価試験で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

１１ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援⑦  

事前・事後学習 国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

１２ 
授業内容 事例研究のまとめ②  

事前・事後学習 発表に向けパワーポイントを完成させる（実施～最後まで）。 

１３ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援⑧  

事前・事後学習 国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

１４ 
授業内容 国家試験に向けた学習支援⑨  

事前・事後学習 国家試験模擬問題で不正解だった問題を解答し、関連事項を調べる。 

１５ 
授業内容 まとめ ／ 国家試験に向けた学習支援⑩  

事前・事後学習 国家試験に向けて、持ち物他不足がないかをチェック表に従って確認する。 

 



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（医療事務）（卒業研究）  

Career Seminar Ⅱ  

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
Z4-００１ 

年次 2年 期別 後期 単位数 １ 授業形態  演習 

担当者氏名 古川 貴子 

連絡方法 C-Learningで対応。オフィスアワーは授業担当時間外。 

必修／選択 選択 

関連DP DP3 DP4 DP5   

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つ基本的知識や態度を身につけ、自己を生かす職業に就くため

に必要になる知識・技術や望ましい態度等を学ぶ。  

①より良い進路実現に向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。  

②職業に関わる価値観や役割、責任を理解し、心構えを持てるようにする。  

③自分がどのような職業に興味があり、向いているのかを具体的に考えられるようにする。  

④相手の伝えたいことを察し、相手を気遣いながら自分の思いを伝えることができるようにする。  

⑤就職し社会人となってから役立つ基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。  

⑥医療秘書としての役割と必要性について理解し、行動できるようにする。  

⑦専門職として職場でのコミュニケーション能力を身につけることができるようにする。 

授業の方法 

各クラスで個別ワークやグループワーク、アクティヴ・ラーニングを実施する。グループワークでは

先生や仲間と積極的に関わるようにし、課題はキャリア形成や職場での問題解決のために必要な

ことを用意しているので、自己を振り返る機会を持ち、気づいたことを文章で表現することを心掛け

るようにしてほしい。 

学習成果 

LO1  

LO2 職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

LO3 就職活動を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO4  

課題に対する 

フィードバック 

小テストは試験後に模範解答を示し、試験結果は授業内にフィードバックする。レポートは個別に

総評を伝える。 

教科書／ 

参考図書 

医療秘書検定2級問題集①・②（つちや書店）、診療報酬早見表（医学通信社）、医療関連法の完

全知識（医学通信社） 

履修上の留意点

やルール等 

●グループワーク等に積極的に参加し、医療秘書検定2級の合格を目指し、課題を必ず提出す

ること。●事前・事後学習に費やす時間は各回45分とする。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 

講義者の話を集中して聞き、疑問点は主体的に質問し解決している。与

えられたテーマについて仲間の意見をよく聞き、自分の考えを述べてい

る。グループワークに積極的に取り組み、貢献、努力している。 

 40   

レポート／作品 
課題を期日内に提出している。内容が他者にもわかりやすくまとめてあ

り、自身の考えや感想を述べている。 
  20  

発表      

小テスト 3回の小テストを行い、理解度を測る。   30  

試験      

その他 卒業研究課題を期日内に提出している。  10   

合 計  50 50  
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回数 授業計画 

１ 
授業内容 

オリエンテーション、  医療秘書の役割と必要性【レポート１ 医療秘書の役割と必要性

について】 

事前・事後学習 医療秘書の役割と必要性を調べておくこと。 

２ 
授業内容 医療機関の組織と理解 

事前・事後学習 どのような組織があるのかを調べておくこと。 

３ 
授業内容 基礎薬理  臨床薬理    

事前・事後学習 臨床薬理の復習をすること。 

４ 
授業内容 傾向と対策 （1）   小テスト➀ 

事前・事後学習 対策問題の復習をすること。  

５ 
授業内容 傾向と対策 （２） 

事前・事後学習 対策問題の復習をすること。 

６ 
授業内容 傾向と対策 （３）  小テスト➁ 

事前・事後学習 対策問題の復習をすること。 

７ 
授業内容 傾向と対策 （４） 

事前・事後学習 対策問題の復習をすること。 

８ 
授業内容 傾向と対策のまとめ  小テスト③ 

事前・事後学習 対策問題の復習をすること。 

９ 
授業内容 ビジネスマナーA 〔ことば遣いと社内のマナー〕 

事前・事後学習 課題の復習をすること。 

１０ 
授業内容 ビジネスマナーB 〔電話のマナー〕 

事前・事後学習 課題の復習をすること。 

１１ 
授業内容 ビジネスマナーC 〔接客・来客対応のマナー〕 

事前・事後学習 課題の復習をすること。 

１２ 
授業内容 ビジネスマナーD 〔冠婚葬祭のマナー〕 

事前・事後学習 課題の復習をすること。 

１３ 
授業内容 ケースワーク Ⅰ 

事前・事後学習 自分の意見をまとめること。 

１４ 
授業内容 ケースワークⅡ 

事前・事後学習 自分の意見をまとめること。 

１５ 
授業内容 まとめ 卒業研究提出 

事前・事後学習 意見をまとめること。 
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科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ(グローバルイングリッシュ)卒業研究 

Career Practicum I (Global English) 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
Z4-001 

年次 2 年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 堤 裕美子 

連絡先（質問等） C-Learning にて対応 

必修／選択 選択 

関連DP DP2,DP3,DP5   

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけ、自己を生かす職業に就くために

必要になる知識・技術・望ましい態度等を学習する。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 

②職業に関わる価値観・役割・責任を学習し、心構えを作れるようにする。 

③自分がどのような職業に興味があり、向いているのかを具体的に考えられるようにする。 

④相手の伝えたいことを察し、相手を気づかいながら自分の思いを伝えられるようにする。 

 ⑤就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

授業の方法 
本授業は、講義、マルチメディア授業、デジタルテキスト、プレゼンテーション、ディスカッション、 

グループワーク等を活用しながら、キャリア・アップに精通した人材育成を目指すものである。 

学習成果 

LO1  

LO2 

①自分の職業生活を設計できる。 

②自己の職業への適性を自覚し、必要な能力を高めることができる。 

③職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

 ④就職活動を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
小テスト・期末試験等の解答を示し、結果は、メール等で個別にフィードバックする。 

教科書／ 

参考図書 
『大学生のためのキャリアガイドブック』（北大路書房、既購入）及び担当教員自作のパワーポイント 

履修上の留意点

やルール等 

事前・事後学習各回 45 分、本学の教育理念(想う人、考える人、行う人を創る)を体現する自主 

創造の教えを基に、「1)常に疑問を持ち、2)物事を多面的に考え抜きながら、3)自分で調べ・学ぶ、課題解決

型のアクティブラーニング」を常に心掛けること。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 

以下の3 点から評価する：①ノートに関し、創意工夫してまとめられている、②

自分の意見を論理的に述べている、③積極的に質疑応答に臨んでいる。S 評

価の基準：上記参加態度を全て満たすもの。 

 10   

レポート／作品 

Ｓのレポートの評価：①創意工夫してまとめられている、②自分の意見を論

理的に展開している、③課題の本質と学習成果が十分にまとめられている。

レポート最新課題は、月1 回計3 回提出予定(締切は各月末)。 

 50   

発表 
Ｓのレポート発表評価：①創意工夫した発表となっている、②自分の意 

見をまとめながら論理的に述べている、③積極的に質疑応答に臨んでいる。 
 20   

小テスト 

成績評価：Ｓ(傑出した内容)＝90－100、Ａ(平均を上回る内容)＝80－89、Ｂ(平

均的内容)＝70－79、Ｃ(平均を下回る内容)＝60－69、Ｄ(左記以外の内容)＝0

－59 

 20   
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試験      

その他      

合 計  100   

 

回数 授業計画 

 

１ 

授業内容 
授業ガイダンス：本授業の進め方と学び方/レポート課題説明と出題の解説、シラバス 

を読んでおき、各授業に関する質問事項等を考えておくこと。 

事前・事後学習 
事前学習(上記質問事項等を準備しておくこと)・事後学習(ノートを整理しながら、自分 

で調べ・学ぶ姿勢を身につけること)。 

 

２ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、今後の学生生活の目標と計画を 

立てる(個別学習支援・ワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

３ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する① 業界について。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

４ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する② 職種について。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

５ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する③ 会社の沿革と経営理念。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

６ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、今後の学生生活の目標と計画に 

ついて発表(個別学習支援・ワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

７ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する④ 就職活動の流れ。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

８ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、社会人としての心構えについて考 

える① (個別学習支援・グループワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

９ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、社会人としての心構えについて考 

える② 発表。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

１０ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する⑤ 就職活動に必要な準備。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

１１ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用 

資料を作成する⑥ 後輩へのアドバイス。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

１２ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表① 

グループ A。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

 

１３ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表② 

グループ B。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 
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１４ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、学生生活の目標と計画の振返り、 

発表。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１５ 
授業内容 進路個別面談、進路活動報告のまとめ、キャリア教育で学んだことについてのまとめ。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 
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科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（社会福祉士）  

Career Seminar Ⅱ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
Ｚ4-001  

年次 2 年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 吉田 志保、佐藤 佳子 

連絡方法 C-Learning で対応。 または福祉棟3F 研究室。オフィスアワーは授業担当時間以外。 

必修／選択 選択（社会福祉士養成課程は受講することが望ましい） 

関連DP DP2、DP3、DP4   

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけ、自己を生かす職業に就く  

ために必要になる知識・技術や望ましい態度等を学ぶ。  

 福祉の専門職として必要な、研究に対する基礎知識及び、技術を養う。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。  

②職業に関わる価値観、役割や責任を理解し、心構えを作れるようにする。  

③相手の伝えたいことを察し、相手を気づかいながら自分の思いを伝えられるようにする。  

④就職し社会人となってから役立つ基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

⑤研究論文の様式にそった、社会福祉研究ノートを作成することができる。 

授業の方法 

個別ワークやグループワーク、アクティブ・ラーニングを実施する。グループワークでは教員やメン 

バーと積極的に関わり、課題はキャリア形成や職場での問題解決のために必要なことを用意して 

いるので、自己を振り返る機会を持ち、気付いたことを文章表現できるよう心掛けて欲しい。 

学習成果 

LO1 幅広い専門性を元に、専門職としての基本的態度を修得することができる。 

LO2 
職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。就職活動

を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
就職活動にともなう履歴書、各種書類、面接練習は随時行う。 

教科書／ 

参考図書 

令和 2 年度 佐野日本大学短期大学 進路支援資料集 『大学生のためのキャリアガイドブック』

（北大路書房、既購入） その他、必要に応じて適宜資料を配布する。  

履修上の留意点

やルール等 

進路の実現に向けて学生支援課を活用しながら、積極的に行動すること。受講するマナー・態度と

して、飲食物や携帯電話等、教材以外のものは机上に置かない。やむを得ず欠席した場合は、速

やかに届け出を提出すること。事前・事後学習に費やすべき時間の目安は各回45 分とする。  

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 

S 評価は、①授業で使用する教材を準備している②授業に集中し、必要 

なことはノートにとっている③演習時は仲間の意見を聞いた上で、自分 

の考えを述べている④積極的に取り組んでいる。 

30    

レポート／作品 

10 点満点のレポート課題を 7 つ提出する。S 評価は、①各設問に適切 

に答えている②自由記述は 8 割以上記入されている③学びや気づきな 

ど、自分の考えが具体的に記述されている④提出期限を守っている。 

50 20   

発表      

小テスト      

試験      

その他      

合 計 80 20   
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回数 授業計画 

１ 
授業内容 オリエンテーション ／  社会福祉研究ノートについて①（吉田） 

事前・事後学習 【課題①】社会福祉研究ノート計画書を第4 回の授業までに作成し提出する】 

２ 

授業内容 電話のかけ方  【課題② 知識確認のためのレポート】（吉田） 

事前・事後学習 
実習施設や企業に電話をした経験や電話のマナー、言葉遣いについて振り返りを行 

う。 

３ 
授業内容 個別進路指導（履歴書の添削等）（吉田） 

事前・事後学習 履歴書の見直しを行う。 

４ 
授業内容 社会福祉研究ノートについて②／研究計画概要書作成（佐藤） 

事前・事後学習 先行研究論文を集める。【課題③ 研究計画概要書を第7 回の授業までに作成する。】 

５ 
授業内容 面接の受け方・模擬質問   （吉田） 

事前・事後学習 受験予定先の過去の質問を持参する。 

６ 
授業内容 

キャリア講演会（学外講師：施設長・人事担当者 福祉施設の業務に携わる実務者 【課

題④ 感想レポート】（介護福祉士フィールドと合同） 

事前・事後学習 キャリア講演会の感想レポートを記載し提出する。 

７ 
授業内容 社会福祉研究ノートについて③／研究計画書の提出と修正（佐藤） 

事前・事後学習 【課題⑤ 社会福祉研究ノートを第13 回の授業までに完成させ、提出する。】 

８ 
授業内容 

キャリア講演会②（施設長・人事担当者）【課題⑥ 感想レポート 】（介護福祉士フィール 

ドと合同）  

事前・事後学習 キャリア講演会の感想レポートを記載し提出する。 

９ 
授業内容 個別進路指導（履歴書の添削、面接対策）（吉田） 

事前・事後学習 受験予定先の書類準備を事前に行う。 

１０ 
授業内容 社会福祉研究ノートの作成④（吉田） 

事前・事後学習 社会福祉研究ノートの修正をおこなう。 

１１ 
授業内容 個別進路指導（履歴書の添削、面接対策）（吉田） 

事前・事後学習 受験予定先の書類準備を事前に行う。 

１２ 
授業内容 個別進路指導（履歴書の添削、面接対策）（吉田） 

事前・事後学習 受験予定先の書類準備を事前に行う。 

１３ 
授業内容 社会福祉研究ノートについて⑤／社会福祉研究ノートの提出と発表（吉田） 

事前・事後学習 社会福祉研究ノートの修正をおこなう。 

１４ 
授業内容 ビジネスマナー（名刺の渡し方、お茶の入れ方）（吉田） 

事前・事後学習 手持ちの名刺入れがあれば準備する。授業後、名刺の受け渡しの復習を行う。 

１５ 
授業内容 卒業後のキャリア形成について 【課題⑦ 2 年間のまとめレポート】（吉田） 

事前・事後学習 ワークシートの見直し、2 年間の学びについて振り返りを行う。 
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科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（スポーツ）（卒業研究） 

Career Seminar Ⅱ  

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
G4-003 

年次 2年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 板倉 茂樹 

連絡方法 C―Learning で対応。 または本館２F 研究室 。 オフィスアワーは授業担当時間以外。 

必修／選択 選択 

関連DP DP1、DP2   

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つような基礎的知識や態度を身につけ、自己を生かす職業に就く 

ために必要になる知識や技術や望ましい態度等を学ぶ。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 ②職業に関わ 

る価値観や役割や責任を理解し、心構えを作れるようにする。 ③自分がどのような職業に興味が 

あり、向いているのかを具体的に考えられるようにする。 ④相手の伝えたいことを察し、相手を気 

づかいながら自分の思いを伝えられるようにする。 ⑤就職し社会人となってから役立つような基 

礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

授業の方法 

個別ワークやグループワーク、アクティヴ・ラーニングを実施する。グループワークでは先生や仲

間と積極的に 関わるようにし、課題はキャリア形成や職場での問題解決のために必要なことを用

意しているので、自己を振り返る機会を持ち、気付いたことを文章で表現するよう心掛けるようにし

て欲しい。 

学習成果 

LO1 

(1)自分の職業生活を設計できる。 

(2)自己の職業への適性を知り、必要な能力を高めることができる。 

(3)職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

(4)就職活動を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO2  

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
課題に対しては、授業時間内及びオフィスアワーの時間で対応する。 

教科書／ 

参考図書 
『大学生のためのキャリアガイドブック』（北大路書房、既購入）。参考書は講義中に適宜指示する。 

履修上の留意点

やルール等 

積極的に参加し、進路の実現へ向け行動し反省し修正すること。マナーを守り、自分で考え、課題

を必ず提出すること。 教室への食べ物は持ち込み禁止、携帯電話の使用禁止。 

事前・事後学習に費やすべき時間の目安は各回45分である。 

担当教員の実務

経験 
職種：指導主事、校長 中学校野球部監督、高等学校硬式野球部アドバイザー、職歴：通算３６年 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 

講義者の話を集中して聞き、疑問点は主体的に質問し解決している。与

えられたテーマについて仲間の意見をよく聞き、自分の考えを述べてい

る。クラスのワークに積極的に取り 組み、貢献、努力をしている。 

30    

レポート／作品 
７つの課題を提出している。内容が他者にもわかりやすくまとめてあり、

自身の考えや感想を述べている。 
70    

発表      

小テスト      

試験      

その他      

合 計 100    
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回数 授業計画 

１ 
授業内容 ガイダンス 履修指導 卒業研究テーマ設定 

事前・事後学習 卒業研究テーマにむけた計画を立てる。 

２ 
授業内容 学習支援・進路個人面談①  就職内定者＝資格試験対策問題の実施 

事前・事後学習 資格試験対策問題を解く。 

３ 
授業内容 

タイムマネジメントについての説明及びディスカッション 【課題１】 受講内容の要約を

時間内に提出 

事前・事後学習 課題1を行う。 

４ 
授業内容 

職場での人間関係についてグループワークを行う【課題２】グループワークで出た意見

をまとめ時間内に発表 

事前・事後学習 課題2を行う。 

５ 
授業内容 

マネープランについての説明及び自身のプラン作成【課題３】自身のマネープランを作

成し、時間内に提出 

事前・事後学習 課題3を行う。 

６ 
授業内容 

就職活動中の者：学習支援・進路個別面談② 就職内定者：就職活動について報告書

作成 卒業研究中間報告 

事前・事後学習 報告書作成及び卒業研究のまとめを行う。 

７ 
授業内容 学習支援・資格取得に関わる模擬問題・実技指導の実施① 

事前・事後学習 実技試験の練習を行う。 

８ 
授業内容 学習支援・資格取得に関わる模擬問題・実技指導の実施② 

事前・事後学習 実技試験の練習を行う。 

９ 
授業内容 資格取得に関わる模擬問題・実技指導の実施③ 

事前・事後学習 学習支援・実技試験の練習を行う。 

１０ 
授業内容 冠婚葬祭のマナーについて【課題4】受講内容の要約を時間内に提出 

事前・事後学習 配布プリントを整理する。 

１１ 
授業内容 お中元、お歳暮、年賀状などのマナーについて【課題5】受講内容を時間内に提出 

事前・事後学習 課題5を行う。 

１２ 
授業内容 学習支援・資格取得に関わる模擬問題・実技指導の実際④ 

事前・事後学習 問題を解く。 

１３ 
授業内容 学習支援・資格取得に関わる模擬問題・実技指導の実際⑤ 

事前・事後学習 問題を解く。 

１４ 
授業内容 卒業研究発表【課題6】卒業研究の資料を提出 

事前・事後学習 資料のまとめを行う。 

１５ 
授業内容 まとめ【課題7】キャリア教育から学んだこと 

事前・事後学習 課題7を行う。 
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科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（経営ビジネス） 

Career Seminar Ⅱ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No 
C4-009 

年次 2年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 小林 大輔 

連絡先（質問等） C-Leaningにて、又は講義棟１F研究室か、メールで対応。オフィスアワーは授業担当時間以外。 

必修／選択 選択 

関連DP DP１ DP3 DP5   

授業の概要と 

到達目標 

社会人となってから役立つ基礎知識や技術を学ぶ。 

①進路実現の課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 

②職業に関わる価値観や役割や責任を理解し、心構えを作れるようにする。 

③自分の適性を具体的に考えられるようにする。 

④相手を気づかいながら自分の思いを伝えられるようにする。 

⑤短大で得たスキル・学習成果を整理し、プレゼンテーションができるようにする。 

授業の方法 
各自、各グループのテーマに沿った内容でグループワーク、ディスカッションをしながらレポート

及びプレゼンテーションを作成する。 

学習成果 

LO1 
自分の職業生活を設計できる。 

自己の職業への適性を知り、必要な能力を高めることができる。 

LO2 

職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

ビジネスマナーとビジネス文書作成スキルを修得し、就職活動を自主的かつ円滑に行うこ

とができる。 

LO3 就職活動を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができるようになる。 

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
提出された課題はその場で確認する。 

教科書／ 

参考図書 
 

履修上の留意点

やルール等 

演習中の私語や、演習以外の PCの利用は慎むこと。事前・事後学習に費やすべき時間の目安は

各回90分とする。 

担当教員の実務

経験 
 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 
共同作業に積極的に参加できる。テーマについてのディスカッションに

積極的に参加できる。 
30    

レポート／作品 

短大で得たスキル・学習成果を整理し、プレゼンテーションを作成する。

満点＝2年生前期までの学習成果について要点をまとめられているか。

提出期限が守られているか。締め切りを過ぎたら減点する。 

 30 40  

発表      

小テスト      

試験      

その他      

合 計 30 30 40  

 

  



佐野日本大学短期大学 2023 年度シラバス 

 

 

回数 授業計画 

１ 
授業内容 ガイダンス 就職活動報告 

事前・事後学習 活動報告を PowerPointで作る。 

２ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

３ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

４ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

５ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

６ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

７ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

８ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

９ 
授業内容 

内定者：メインユニットの資格検定対策 及び 卒業研究/制作 

未内定者：業界研究及び就活指導 

事前・事後学習 検定の準備及び卒業研究/制作 

１０ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 

１１ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 

１２ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 

１３ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 

１４ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 

１５ 
授業内容 卒業研究/制作 グループワーク 

事前・事後学習 卒業研究/制作 
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科目名 

Course Name 

キャリア演習Ⅱ（観光） 

Career Seminar Ⅱ 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
Ｚ4 - 001 

年次 2年 期別 後期 単位数 1 授業形態 演習 

担当者氏名 田村 眞依子 

連絡方法 C- Learningにて対応、または研究室。 

必修／選択 選択 

関連DP DP1,DP2,DP3 

授業の概要と 

到達目標 

就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけ、自己を生かす職業に就くために必要と

なる知識・技術・望ましい態度等を学ぶ。 

①より良い進路実現へ向けて課題を見出し、解決へ向けて努力できるようにする。 

②職業に関わる価値観・役割・責任を理解し、心構えを作れるようにする。 

③自分がどのような職業に興味があり、向いているのかを具体的に考えられるようにする。 

④相手の伝えたいことを察し、相手を気づかいながら自分の思いを伝えられるようにする。 

⑤就職し社会人となってから役立つ様な基礎的知識や態度を身につけることができるようにする。 

授業の方法 

各クラスで個別ワークやグループワーク、アクティブ・ラーニングを実施する。グループワークでは先生や

仲間と積極的に関わるようにし、課題はキャリア形成や職場での問題解決のために必要なことを用意してい

るので、自己を振り返る機会を持ち、気付いたことを文章で表現するよう心掛けて欲しい。 

学習成果 

LO1 

(1)自分の職業生活を設計できる。 

(2)職場環境に適応し、そこでの問題を解決するための活路を見出すことができる。 

(3)就職活動を通して進路を実現し、職場での基本的な問題の解決ができる。 

LO2 (1)自己の職業への適性を知り、必要な能力を高めることができる。 

LO3  

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
個別面接等を繰り返し行い、就職活動に関する意見交換や課題解決へのフィードバックを行う。 

教科書／ 

参考図書 
『大学生のためのキャリアガイドブック』（北大路書房、既購入）。参考書は講義中に適宜指示する。 

履修上の留意点

やルール等 

本学の教育理念(想う人、考える人、行う人を創る)を体現する、「1)常に疑問を持ち、2)物事を多面的に考え抜きな

がら、3)自分で調べ・学ぶ、自主創造の精神に基づく課題解決型のアクティブ・ラーニング」を常に心掛けましょう。 

●3分の 1以上欠席した場合は、理由の如何を問わず単位認定しない。 

●遅刻厳禁、私語は慎むこと。授業途中での無断退出禁止。携帯電話の使用・飲食は厳禁。 

●事前・事後学習に費やすべき時間の目安は各回45分とする。 

担当教員の実務

経験 
●実務経験(職種：会社役員 職歴：43年)、実務経験をリスクマネジメントの学習・説明等で活用する。 

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 

講義者の話を集中して聞き、疑問点は主体的に質問し解決している。与え

られたテーマについて仲間の意見をよく聞き、自分の考えを述べている。

クラスのワークに積極的に取り組み、貢献、努力をしている。 

20 10   

レポート／作品 

進路活動報告、新聞の活用 各5点をそれぞれ７つ以上、進路活動発表資

料を提出している。内容が他者にもわかりやすくまとめてあり、自身の考

えや感想を述べている。 

50 20   

発表      

小テスト      

試験      

その他      

合 計 70 30   
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回数 授業計画 

１ 

授業内容 
授業ガイダンス：本授業の進め方と学び方/レポート課題説明と出題の解説、シラバスを

読んでおき、各授業に関する質問事項等を考えておくこと。 

事前・事後学習 
事前学習(上記質問事項等を準備しておくこと)・事後学習(ノートを整理しながら、自分で

調べ・学ぶ姿勢を身につけること)。 

２ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、今後の学生生活の目標と計画を立て

る(個別学習支援・ワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

３ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する① 業界について。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

４ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する② 職種について。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

５ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する③ 会社の沿革と経営理念。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

６ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、今後の学生生活の目標と計画につい

て発表(個別学習支援・ワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

７ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する④ 就職活動の流れ。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

８ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、社会人としての心構えについて考え

る① (個別学習支援・グループワーク)。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

９ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、社会人としての心構えについて考え

る②  発表。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１０ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する⑤ 就職活動に必要な準備。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１１ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表用資

料を作成する⑥ 後輩へのアドバイス。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１２ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表① グ

ループA。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１３ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、各自の進路活動について発表② グ

ループB。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１４ 
授業内容 

進路個別面談、進路活動報告、新聞記事の活用、学生生活の目標と計画の振返り、発

表。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 

１５ 
授業内容 進路個別面談、進路活動報告のまとめ、キャリア教育で学んだことについてのまとめ。 

事前・事後学習 上記の質問事項等の準備とノートの事後整理学習。 
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